
世界で一番美 しい図書館
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中央図書館整理第一課 寺 尾 隆
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音 楽の都 ウ ィー ン市の ほぼ中央、栄 華 を誇

っ たハ プ スブ ル ク家 の 王 宮(Hofburg)の 中

に、 この図書館 はひ っそ りと停ん でい る。

レオポル ト1世(在 位1658～1705年)時 代

の1683年 に 着工 され たが完 成 を見ず 、マ リ

ア ・テ レジア(マ リー ・ア ン トワネ ッ トの

母)の 父 カール6世(在 位1711～1740年)が 再

建 に着 手 し、壮麗な宮廷図書館 を完成 させ た。
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この図書館 は、建築家 フ ィッシャー ・フォ

ン ・エル ラ ッハ親 子の代表作 で あ り、その 内

部 の開架 閲覧 ホール(約20万 冊)は 、バ ロ ッ

ク建築 の粋 と言われ る。
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一歩図書館内に足 を踏み入れると、そこに

は外界 と遮断 された、異次元空間が 出現す

る。タイムス リップ をしたかの様な錯覚 を覚

える。
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天井には、美麗なフレスコ画が描かれ、窓か ら柔 らかな光の束がさしこむ。中央の彫像 を取 り囲

む様に、ずっしりと歴史の重みを感 じさせ る数多 くの書物が、美 しい大理石の柱の間で紐解かれる

日を待 って静かに眠っている。冬の冷えた空気の中で、暫し、時を忘れる。
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蔵 書約220万 冊 、3万6千 冊の 写本 を擁 す る。世 界一 のパ ピル ス ・コレ クシ ョン

(約7万 点)や 、べ 一 トーベ ン等の著名 な音楽家 の直筆楽譜 コレクシ ョンで も知 られ

て い るが それ らは、 同 じ く王 宮 内のア ルベ ル テ ィー ナ(Albertina)美 術 館 の3階 に展

示室が あ り、一般 に広 く公 開 して いる。
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